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＜連絡事項＞

· 8/19（金）に納涼会開催の為、それに伴う必要物品の最終確認を行なうこと

· 今週の就労前準備段階プログラムは8/18（木）の午前中に行なう予定である。

· 8/19(金)法人食事サービス管理委員会開催予定である。（デイケア出席者・猿ヶ澤）

· 課内研修にまだ参加してないものは参加すること。

＜利用者様情報＞

鈴木　恵美子様～

8/11に平康子様より「あすなろ交流会へ参加した際に鈴木さんにお金を貸してと言われ2000円貸した。貸してほしいと言われると怖くて断れない。」との情報あり。8/12に鈴木恵美子様とスタッフとで面談を行う。
お金を借りた事実、メンバー間での物のやりとりについて確認すると、最初否定されているが渋々、徐々に事実を認められる。スタッフより何故お金や物のやりとりが禁止されているのかを説明する。
今回の面談の中で
　・お金の貸し借りを行なっていたこと
　・物のやりとりを行なっていたこと
　・間食を行なっていたこと
　・間食代は親へ「治療代」と話しお金をもらっていたこと
が明らかになる。

本人様とデイケアでのルールを確認し、


　◎今後お金の貸し借りは二度と行なわない事

◎平様が次回水曜日に来所されるため、その際スタッフの前で金額を確認し返金すること

◎デイケアのルールを守れない場合は退所の可能性もあること
◎物のやりとりを今後行なわないこと
◎鈴木様はデイケアへの通所歴が長く他メンバー様への影響力が強いため、鈴木様が頼み事をすると断われない方もいることを理解すること

◎今回の件はデイケア側から電話にてご家族様へも連絡すること
以上のことを約束する。

今後スタッフのデイケア内でのラウンド回数を増やし、トラブルが起こる前に介入できるよう努めていく。

＜通リハ評価＞

デイケア　松永　勘五郎様（58）統合失調症
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【問題点】

· 体調不良の際など必要最低限の自己主張ができない。
(以前発熱があった際、ナイトケアを連絡なく休みグループホームで寝て過ごされていたことがある。
また、買い物や、幸房での仕事が長引いた時、ナイトケアへ連絡なく遅れることがある。)

· 本人様「対人関係が苦手である」と話され、ナイトケア利用時に他メンバーとの交流がみられない。

【改善策】

· 体調不良の際は、グループホームやうみねこ幸房のメンバーへ一言話す、またはグループホームの電話を使ってナイトケアへ連絡するなど、いくつかの方法を伝え、ナイトケアの中で実際にロールプレイを行い本人が使用できるものを探していく。

· 本人の得意なプログラムを通じて、まずはスタッフとの1対1での関係を構築する。また作品を通じて他者から賞賛を受ける機会を設け、他メンバーとの交流につなげていく。

